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課題1．スイッチX00を押すとコンベアが左行の動作を続け、X01を押すと右行の動作を続ける。

スイッチX03を押すとコンベアが停止する。ラダー図とニモニック言語を完成させなさい。

（ヒント：自己保持回路を用いる。手引書3－P.1参照）


課題2．スイッチX00を押すとコンベアが動作し、５秒後に停止する。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とニモニック言語を完成させなさい。
（ヒント：タイマ回路を用いる。手引書3－P.2参照）


課題3．スイッチX0１を押すとコンベアが左行きの動作をし、3秒後に停止し、5秒後にコンベアが右行きの動作をする。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とニモニック言語を完成させなさい。（ヒント：タイマ回路を用いる。手引書3－P.3参照）


2.　モータ制御回路（回転テーブル）

図3.2のように回転テーブルを構成し配線する。前課題2タイマ回路を実行して実際にモータを動作させ、テーブルを回転させて見る。


図3.2　回転テーブル実習レイアウト

課題4．スイッチX01を押すとモータが回転し、5回回転すると停止する。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とニモニック言語を完成させなさい。

（ヒント：カウンタ回路を用いる。手引書3－P.5参照）

課題5．スイッチX01を押すとモータが5回転し停止した後、3回逆回転し停止する。
スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とニモニック言語を完成させなさい。

（ヒント：カウンタ回路を用いる。手引書3－P.5参照）


3.　コンベアと光電センサの実習

図3.3のようにコンベア上に透過型センサとモータを配置し配線する。

 SHAPE \* MERGEFORMAT 



図3.3　コンベアと透過型光電センサの実習

課題6.（センサ実習）
　 　入力スイッチX00を押すと、モータが回転するとともにコンベアが動作する。光電センサ（前側）がワーク（物体）を感知すると、コンベアが停止する。ニモニック言語を作成せよ。
(ヒント：手引書3－P.7参照）
　
4．コンベアの往復運動

課題7.　システム構成図を図3.4のように透過型光電センサの反対側に反射型光電センサを配置する。物体が通過すると往復運動するニモニック言語を完成させなさい。
（ヒント：手引書3－P.9参照）
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図3.4　システム構成図


発展問題1.　 前課題の往復運動が5回往復すると停止するニモニック言語を完成させなさい。

（ヒント：カウンタ回路の入力として、光電センサを入力する。手引書3－P.10参照）
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